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1 はじめに 
この文書では、特定健診データ分析ソフトウェアの実行に際しての操作手順を示します。 
途中で分からなくなった場合は、また一番初めから操作をやり直してください。  

 

1-1 Microsoft.NET Framework4.0 
ソフトを動作させるには Microsoft.NET Framework4.0 が必要です。 

入っていない場合はマイクロソフトのページよりダウンロードしてください。 

 
1-2 個人番号について 

本ソフトは個人番号をキーにデータの紐づけを行っております。 
読込みを行うＣＳＶファイルの個人番号は消さないよう、空白等無いようお願い致しま

す。 
 

1-3 ＰＣ推奨動作環境について 
Windows7 以上、メモリ 4.00GB をお勧めします。 
メモリ 4.00GB 以下のＰＣでも本ソフトは動作しますが、読込みを行う CSV ファイルの

データ量が多い場合、処理に非常に時間がかかる、もしくは「3-4 エラーメッセージ」

に記載している「呼び出しのターゲットが例外をスローしました。」が発生します。 
その場合、「3-4 エラーメッセージ」を参考に、対応してください。 
 
※参考値 

PC メモリ ＣＳＶデータ件数 sleep.csv 設定値 出力処理時間 
4.00GB 65537 件 3000 3 分 
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2 フォルダの配置と構成 

 
2-1 フォルダの配置 

  
① 「特定健診データ分析ソフトウェア」フォルダをご利用するパソコンのお好きな場所に

おいてください。 

 

 

2-2 フォルダの構成 

 

① 「特定健診データ分析ソフトウェア」フォルダを開いてください。

「HealthDataAnalysis.exe」ファイルと「format」フォルダが入っております。 
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② 「format」フォルダの中には以下の 3ファイルが入っております。 

・actioncheck_format2010.xlsm 

・kenshin_format.csv 

・sleep.csv 

これらのファイル名、フォルダの構成、フォーマットファイルは変更しないようお願いしま

す。 

 

 

※「HealthDataAnalysis.exe」ファイルのショートカットを作成し、ショートカットの名前を変

更することは構いません。 

 

 

 

 

 



5 

 

3 ソフトの使用 
  
 

3-1 ソフトを起動する 

 

「HealthDataAnalysis.exe」をダブルクリックしてください。 

ショートカットを作成した方は、ショートカットをダブルクリックしてください。 

以下の画面が起動します。 
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3-2  ＣＳＶファイルを指定する 
 

画面に表示されているＣＳＶファイル名それぞれに、出力したいデータのＣＳＶファイルを順番

に指定します。 

別途フォルダを開き、下記の手順で画面へファイルをドラッグ＆ドロップする、もしくは参照ボ

タンをクリックし指定を行ってください。 

■ドラッグ＆ドロップする 
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■「参照」ボタンで選択する 

① 「参照」ボタンをクリックし、FKAC161(受診券情報).csv を指定します。 

 
② 「開くファイルを選択してください」ダイアログが表示されますので、ＣＳＶファイルを選

択し、「開く」ボタンをクリックしてください。 

※画面に表示しているそれぞれのＣＳＶファイル名の箇所に、該当するＣＳＶファイルを指定し

てください。 

指定するＣＳＶファイルを間違えると、正しい出力結果を出力できません。 
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③ 指定するとファイルパスが表示されます。次のＣＳＶの「参照」ボタンがクリックできるよ

うになります。 

次の FKAC167(健診結果情報).csv ファイルの指定を、先程と同様に、「参照」ボタンをクリ

ックして行ってください。 

 
④ 同様に、FKAC165(保健指導情報).csv、FKAC131(特定健診実施者).csv、翌年の FKAC167(健

診結果情報).csv ファイルを指定してください。 

⑤ 全てのＣＳＶファイルを指定しますと、「出力」ボタンがクリックできますので、指定

した CSV ファイルに間違いがないか再度ご確認頂き、「出力」ボタンをクリックしてく

ださい。 
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3-3  結果を出力する 

 
出力ボタンをクリックすると、出力結果ファイルの保存先を選択する下記のダイアログ

が表示されます。 
保存したい場所、保存するファイル名を選択し、「保存」ボタンをクリックしてくださ

い。 

 
 
以下の確認メッセージ「Excel ファイルの作成が正常に終了しました」が表示されると、

上記で指定した場所に出力結果ファイルが出力されておりますので、ご確認ください。 
その後「OK」ボタンをクリックし、画面の「終了」ボタンをクリックするとソフトが

終了します。 
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3-4  エラーメッセージ 
「フォーマットとなる Excel ファイルを確認してください」 

フォーマットファイルがありません。2-2 フォルダの構成 を参考に、フォルダ構成、フ

ァイルを確認してください。 

 
 
「入力された FKACXXX.CSV ファイル内で個人番号 XX 行目が重複しています」 

個人番号が重複しています。メッセージよりＣＳＶファイル名、行数を確認頂き、Ｃ

ＳＶファイルを確認してください。重複している場合は削除してください。 

 

 
「呼び出しのターゲットが例外をスローしました。」 

ＣＳＶファイルのデータ量が多いため、ＰＣに負荷がかかっています。 
エクセルやワード等の他のソフトウェアを起動している場合、閉じてください。 
もしくは「format」フォルダ内に「sleep.csv」ファイルがございます。 
開いて頂き、「3000」と記載されてる内容を「4000」や「5000」等の 3000 以上の数字

に修正してください。 
※「3000」は 3 秒です。 
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3-5  ＨｂＡ1ｃについて 

 
FKAC167(健診結果情報)ファイル内に、「HbA1c」が存在する場合、以下の内容をご確認

ください。 
 
■HbA1c が NGSP 値と JDS 値の両方が存在する場合 
NGSP 値と JDS 値の比較は意味がありません。「NGSP 値のみ」もしくは「JDS 値のみ」

にファイルを修正してください。 
 
・NGSP 値で比較する場合 
「JDS 値」の列を削除してください。 
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・JDS 値で比較する場合 
「NGSP 値」の列を削除してください。 
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■HbA1c が NGSP 値と JDS 値のそれぞれ片方ずつ存在する場合 
FKAC167(健診結果情報)ファイルに JDS 値が存在し、翌年の FKAC167(健診結果情報)
ファイルに NGSP 値が存在する場合、「JDS 値+4.0」を行い、NGSP 値として比較してく

ださい。 
FKAC167(健診結果情報)ファイルに NGSP 値が存在し、翌年の FKAC167(健診結果情報)
ファイルに JDS 値が存在する場合、こちらも同様に「JDS 値+4.0」を行い、NGSP 値と

して比較してください。 
 
■HbA1c が NGSP 値もしくは JDS 値のどちらか片方のみ存在する場合 
そのまま処理を行ってください。 
 

3-6  個人番号について 

 
本ソフトは個人番号をキーにデータの紐づけを行っております。 
読込みを行う CSV ファイルの個人番号は消さないよう、空白等無いようお願い致します。 
 
また個人番号を振り直している自治体があるとの報告を頂いております。 
その場合個人番号が重複致しますと、ソフトが正常に動作しません。 
重ねてのお願いになりますが、本ソフトは個人番号をキーにデータの紐づけを行っており

ますので、重複の無いようお願い致します。 
 
 


